
地域
いき
の発
はっ
てんにつくした人々

　先生が「この絵は、『調
ちょう

布
ふ

玉川惣
そう

画
が

図
ず

』といって、関
せき

戸
ど

でうまれ

た絵
え

師
し

・相
あい

沢
ざわ

五
ご

流
りゅう

の息子の伴
とも

主
ぬし

が関
かか

わった絵だと言われています。」

といって体育館
かん

いっぱいに一つの絵
え

巻
まき

物
もの

をひろげてください

ました。

　そこには、多摩川がすみからすみまでえがかれ、森や林、小
こ

高
だか

い

丘や、小さな農
のう

家までていねいにかきこまれていました。

私たちは、相沢五流、相沢伴主という人について調べることに
しました。

相沢五流と伴主はどんな人だろう。
気になるな。
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「調布玉川惣画図」の一部

多摩市の昔のことを調べている�
おじさんの話

　相
あい

沢
ざわ

五
ご

流
りゅう

という人は、1746年、今か
らおよそ270年ほど前、多摩市の関

せき

戸
ど

に
生まれました。小さいころから絵が好

す

き
だったらしく、江

え

戸
ど

（今の東京の中心）
に行って絵などの勉

べん

強をしました。その
ころ、江戸へ行って勉強することは、大
変
へん

なことで、五流は、10年以上も、絵の
修
しゅ

業
ぎょう

をしたそうです。その後、五流は、
画家として有名になっただけではなく、
庭
にわ

づくりもじょうずで、関戸にもどって
からは、多摩を中心にたくさんの弟

で

子
し

た
ちに絵などを教えていたそうです。五流
の作品は、今でも、多摩市を中心に町

まち

田
だ

、八
はち

王
おう

子
じ

、府
ふ

中
ちゅう

などの多くの市で発見されています。
　相沢五流の子、伴主は、1768年、関戸に生まれ、父と同じく江戸
で修

しゅ

業
ぎょう

し、絵もじょうずでしたが、特にいけ花をよくやり、その弟

大栗橋

観音寺

五流・伴主
の生家

熊
野
神
社

市
役
所

鎌

　
　
　
　倉

　
　
　
　街

　
　
　
　道
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子は、北は所
ところ

沢
ざわ

、南は厚
あつ

木
ぎ

市、相
さが

模
み

原
はら

市、東は横
よこ

浜
はま

市にまで広がり、
多くの人々にいけ花などを教えていました。
　みなさんが見た「調

ちょう

布
ふ

玉川惣
そう

画
が

図
ず

」は、伴主が多摩川の上流から、
海にそそぐ今の大田区羽

はね

田
だ

まで（約140㎞）のけしきをスケッチして、
その下書きをもとに、ほかの画家がかきなおし、伴主がせつめい文を
書きくわえて完

かん

成
せい

させたものです。昔の多摩川のようすを知る上で、
たいへん貴

き

重
きょう

な資
し

料
りょう

となっています。

私たちは、おじさんのお話をうかがって、五
ご
流
りゅう
・伴

とも
主
ぬし
が大変な修

行をして学んだ絵やいけ花を、多くの人に教え、そのころの生活
を少しでも豊

ゆた
かにするように努力したことを知りました。

観
かん
音
のん
寺
じ
にある五流のはか相沢伴主のいけ花
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相
あい
沢
ざわ
伴
とも
主
ぬし

相沢五
ご
流
りゅう

相沢五流がかいた絵
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多摩市内の伝統や文化
地いきにあるむかしからのこされているもの（文

ぶん
化
か
財
ざい
）

小野神社小野神社

聖蹟桜ヶ丘駅聖蹟桜ヶ丘駅

永山駅永山駅

多摩センター駅多摩センター駅

唐木田駅唐木田駅

春日神社春日神社

熊野神社熊野神社白
はく
山
さん
神社

富
とみ
澤
ざわ
家
け

加藤家

旧多摩聖
せい
蹟
せき
記
き
念
ねん
館
かん

関
せき
戸
ど
の古戦場あと

地図記号
　　都・市指定文化財　　　  石　　　碑 　　類
　　名　勝　・　旧　跡　　　  古 墳

平
びり
久
く
保
ぼ
のシイ
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地いきに伝わる行事（年
ねん
中
ちゅう
行
ぎょう
事
じ
）

小野神社小野神社

聖蹟桜ヶ丘駅聖蹟桜ヶ丘駅

永山駅永山駅

多摩センター駅多摩センター駅

唐木田駅唐木田駅

春日神社春日神社

熊野神社熊野神社

乞
こっ
田
た
ばやし

連
れん
光
こう
寺
じ
子どもみこし

多摩市各地で行われる
どんど焼き

小野神社の
お祭り
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　多摩市には、むかしから伝
つた

わる民
みん

話
わ

や行事があります。

　つぎのお話を読んで、多摩市のむかしの様
よう

子
す

をそうぞうして

みましょう。

“せえの神
かみ

”と“ヨウカゾウ”
　１月に入ると、子どもたちにとって、わくわくする行事があ
ります。“せえの神まつり”といって、子どもたちが主

しゅ

役
やく

になっ
て、正月に使

つか

った門
かど

松
まつ

、お飾
かざ

り、わら、なわ、竹、細い丸
まる

太
た

な
どを各家からもらい集

あつ

め、三角
かく

帽
ぼう

子
し

のような小屋
や

を作りました。
広さは２畳

じょう

ぐらいで丸い
形をしており、中央

おう

に炭
すみ

火が置
お

けるようになって
います。そこで、餅

もち

を焼
や

き、
汁
しる

粉
こ

を作り、甘
あま

酒
ざけ

などを
飲
の

んで楽しんだのです。
その“せえの神”は、14日
の夕方から夜にかけ燃

も

や
します。これを“どんど焼
き”といい、村人が大

おお

勢
ぜい

集
まります。樫

かし

の枝
えだ

を３本立て、それぞれに団
だん

子
ご

をさし、焼いて
交
こう

換
かん

して食べると風
か

邪
ぜ

をひかないとか、習
しゅう

字を書いた紙を燃や
して高く舞

ま

い上がるほど上達
たつ

するといったならわしがありまし
た。
　このように、“せえの神”は、村人を疫

えき

病
びょう

から守
まも

り、子どもの
学問

もん

にも力を貸
か

してくれる頼
たよ

り甲
が

斐
い

のある神でした。
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　ところで、ヨウカゾウは、
えたいの知れない神で、疫

えき

病
びょう

神
がみ

という意
い

味
み

でおそれられて
いました。この神は毎年12月
８日に村にやって来て、土間
にだらしなくぬぎ捨

す

ててある
ぞうりや下

げ

駄
た

を見つけては判
はん

を押
お

し、手帳
ちょう

に書きとめてし
まいます。かわいそうに、そ
のはきものの持

も

ち主は病気に
かかってしまうのです。
　そこで、はきものをきちんとそろえたり、用心してかくした
りしました。そればかりか、ヨウカゾウが、家に入って来ない
ようにするため、めかごをつるしたり、山グミの生

なま

木
き

を燃やし
て、その煙

けむり

で目のしみたヨウカゾウを追
お

い返したりしました。
もちろん、子どもたちは声もたてずに部

へ

屋のすみで息
いき

をころし
て、じっとかくれていました。
　ところで、運

うん

わるくはきものに判
はん

を押された子どもはおりま
したが、せえの神が一

いっ

計
けい

を案
あん

じて助
たす

けました。ヨウカゾウは書
きとめた手帳を、村を出る時、せえの神に「２月８日にやって
来て疫病をふりまくまで預

あず

かってくれ」と渡
わた

すのですが、その
当日約

やく

束
そく

どおりやってきたヨウカゾウに「すまんが、その手帳
ちょう

はどんど焼きの時、うっかりして火にくべてしまった」と答え
ます。怒

いか

ったものの後のまつり、すごすごと引き返していきま
した。子どもたちは大喜

よろこ

び、せえの神に感
かん

謝
しゃ

したのは言うまで
もありません。めでたし、めでたし。

ヨウカゾウは一つ目小ぞうです。め
かい（めかご）は竹であんだかごの
ことで村ではよく作られました。

出所：多摩市の民俗　関戸・一の宮伝説“ヨウカゾウ”
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どんど焼きの昔と今
昔の様子

今の様子写真提供　多摩市役所秘書広報課

どんど焼きは昔から行われていたんだね。どんど焼きって何のた
めにやっているんだろう。地

ち
域
いき
の方に話を聞いてみよう！
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どんど焼き実行委員会の方に話をうかがいました。

　どんど焼きを行うためには

多くの準
じゅん

備
び

が必要です。また、

ビニールひもを使わず、あら

縄
なわ

を使うなど、環
かん

境
きょう

にも気を

付けています。

　みんなが協力してどんど焼きを行い、地域の人々との絆
きずな

を

深めていきたいです。

実行委員の人たちの話を聞いて、地域の人たちに受け継
つ
がれてい

る思いを知りました。ぼくたちもこの思いを引き継いでいきたい
と思います。
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～多
た
摩
ま
第
だい
三小学校郷

きょう
土
ど
資
し
料
りょう
室
しつ
の紹

しょう
介
かい
～

多
た

摩
ま

第
だい

三小学校には、昔の道
どう

具
ぐ

や資料室がありました。昔、多
た

摩
ま

で使われていたものがおさめられていて、３年生の社会科「昔の

道
どう

具
ぐ

調
しら

べ」などの学習に役
やく

立
だ

てられていました。

鉄びん

おかま

七
しち

輪
りん

たくさんの道具が
あるね。

おかまは、今の道具で言うと炊
すい
飯
はん

器
き
だね。他の道具も今の道具と

くらべてみよう！！
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とっくり

矢
や

立
だ

て

台ばかり

かごはこまくら

どんな時に使うのかな。

多
た
摩
ま
第
だい
三小学校の郷

きょう
土
ど
資
し
料
りょう
室
しつ
には他にも色々な道具や多

た
摩
ま
市の昔

の様子が描
えが
かれた絵などが展

てん
示
じ
されていました。

くわしくは、多
た
摩
ま
第
だい
三小学校のホームページで調べてみよう！！
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～多
た
摩
ま
ふるさと資

し
料
りょう
館
かん
の紹

しょう
介
かい
～

多摩ふるさと資料館は、旧
きゅう

北
きた

貝
かい

取
どり

小学校跡
あと

地
ち

に令和4年4月に

開
かい

設
せつ

されました。多摩ふるさと資料館には、多摩市で出
しゅつ

土
ど

した

土
ど

器
き

や、多摩市で使われていた道具などが展
てん

示
じ

されています。

昔
むかし

の家の様子

土器

メカイ（めかご）

昔の家の様子がわかるね

市内で見つかった土器が
あるんだって。
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はたらく車

炭
すみ

焼
や

き

くわしくは、多摩ふるさと資料館のパンフレットを見てみよう！
社
しゃ
会
かい
科
か
見
けん
学
がく
で行ってみるのもいいね。

色々なイベントを
やっているんだね。
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今の貝取地区 むかしの貝取地区

今の乞田川、大栗川の合流点 むかしの乞田川、大栗川の合流点 今のニュータウン通り むかしのニュータウン通り今の一ノ宮交差点 むかしのバス

今の川崎街道 むかしの川崎街道 今の聖蹟桜ヶ丘駅 むかしの聖蹟桜ヶ丘駅 今の馬引沢 むかしの馬引沢今の関戸橋 むかしの関戸橋

多
摩
市
非
核
平
和
都
市
宣
言

　

多
摩
市
は
、
こ
の
緑
豊
か
な
土
地
に
生
ま

れ
育
ち
、
あ
る
い
は
全
国
各
地
か
ら
夢
と
希

望
を
持
っ
た
、
多
く
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て

で
き
た
ま
ち
で
す
。
私
た
ち
は
、
太
陽
の
光

あ
ふ
れ
る
こ
の
多
摩
市
で
、
穏
や
か
な
日
々

の
生
活
を
平
和
だ
と
感
じ
て
暮
ら
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
暮
ら
し
の
な
か
で
、い
つ
し
か
広
島
・

長
崎
の
記
憶
が
薄
れ
つ
つ
あ
り
、
世
界
に
は

今
も
た
く
さ
ん
の
核
兵
器
が
存
在
す
る
と
知

り
な
が
ら
、
平
和
は
失
わ
れ
や
す
い
こ
と
を

忘
れ
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
と
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
、
私
た
ち
は
多

く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
自
然
の
力
に
対

す
る
謙
虚
さ
を
忘
れ
、
人
間
の
科
学
技
術
を

過
信
し
て
い
た
こ
と
。
安
全
と
言
わ
れ
て
い

た
原
子
力
発
電
所
か
ら
、
ひ
と
た
び
事
故
が

起
こ
れ
ば
大
量
の
放
射
性
物
質
が
拡
散
さ

れ
、
大
事
に
育
て
築
い
て
き
た
も
の
が
、
た

ち
ま
ち
奪
わ
れ
う
る
こ
と
を
。

　

私
た
ち
は
、人
と
人
と
の
絆
を
大
切
に
し
、

原
子
力
に
代
わ
る
、
人
と
環
境
に
優
し
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
大
事
に
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
、
戦
争
が
な
く
、
放
射
能
被
害
の
な
い
平

和
な
世
界
に
向
け
て
、
み
ん
な
が
笑
顔
で
、

多
様
な
い
の
ち
が
に
ぎ
わ
う
ま
ち
を
、
多
摩

市
か
ら
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
そ
し
て
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
戦

争
の
悲
劇
と
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
、
他
の

都
市
と
と
も
に
世
界
の
人
々
と
手
を
た
ず
さ

え
て
、
全
て
の
核
兵
器
の
廃
絶
と
平
和
な
社

会
を
求
め
る
た
め
に
、
こ
こ
に
多
摩
市
が
非

核
平
和
都
市
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

�

多
摩
市
議
会　

平
成
23
年
10
月
24
日　

議
決

時
代

西
れ
き
今から

江戸大  正平　　　　　　　　成令　　　　和 明　　　　　　　　　　治昭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和
年

お
も
な
で
き
ご
と

●
多
摩
市
の
で
き
ご
と

▼
社
会
の
で
き
ご
と

▼
江
戸
が
東
京
に
な
る
。

●
品
川
県
や
韮
山
県
の
村
に
わ
か
れ
て
い
た
が
ま
と
ま
っ
て

　
神
奈
川
県
に
は
い
る
。

▼
学
校
せ
い
ど
が
で
き
る
。

●
こ
の
こ
ろ
村
に
五
つ
の
学
校
が
あ
っ
て
、

　
校
舎
は
寺
を
使
っ
て
い
た
。

●
南
多
摩
郡
に
は
い
る
。大
栗
川
と
多
摩
川
が
は
ん
ら
ん
す
る
。

●
多
摩
村
が
で
き
る
。（
八
ヶ
村
を
あ
わ
せ
て
）

●
兆
民
小
学
校
・
向
岡
小
学
校
・
処
仁
小
学
校
の
三
校
が
で
き
る
。

●
神
奈
川
県
南
多
摩
郡
か
ら
東
京
府
南
多
摩
郡
と
な
る
。

●
多
摩
川
の
堤
防
が
切
れ
、大
栗
川
、乞
田
川
が
は
ん
ら
ん
す
る
。

●
三
つ
の
小
学
校
が一つ
に
な
り
多
摩
尋
常
高
等
小
学
校
と
な
る
。

▼
関
東
大
し
ん
さ
い
が
お
き
る
。

●
全
村
に
電
と
う
が
つ
く
。　
▼
ラ
ジ
オ
放
送
開
始
。

●
玉
南
電
車
開
通
。

●
多
摩
郵
便
局
が
で
き
る
。

●
京
王
電
車
、新
宿
・八
王
子
間
で
直
通
運
転
開
始
。

●
旧
多
摩
聖
蹟
記
念
館
が
で
き
る
。

●
多
摩
郵
便
局
で
電
話
じ
む
を
は
じ
め
る
。

●
多
摩
川
に
関
戸
大
橋
が
か
か
る
。

●
関
戸
駅
が
聖
蹟
桜
ヶ
丘
駅
と
な
る
。

●
大
栗
川
で
改
修
工
事
は
じ
ま
る
。

▼
東
京
府
が
東
京
都
と
な
る
。

▼
戦
争
が
お
わ
る
。

●
多
摩
村
に
バス
が
は
じ
め
て
走
る
。（
聖
蹟
桜
ヶ
丘
|
八
王
子
）

▼
テ
レ
ビ
放
送
は
じ
ま
る
。

●
京
王
バス
、落
合
の
中
沢
ま
で
運
て
ん
を
は
じ
め
る
。

●
狩
野
川
台
風
で
、大
栗
川
、乞
田
川
が
は
ん
ら
ん
す
る
。

●
上
水
道
が一部
で
き
る
。

●
京
王
ガ
ス
、使
い
は
じ
め
る
。

●
京
王
線
特
急
電
車
の
運
転
を
は
じ
め
る
。

●
多
摩
町
と
な
る
。　
●
全
町
に
上
水
道
が
で
き
あ
が
る
。

●
京
王
桜
ヶ
丘
団
地
が
で
き
る
。

●
多
摩
ニュ
ー
タ
ウ
ン
の
計
画
が
き
ま
る
。

●
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
で
き
て
給
食
が
は
じ
ま
る
。

●
町
役
場
の
新
し
い
た
て
も
の
が
で
き
る
。

●
多
摩
ニュ
ー
タ
ウ
ン
に
人
が
す
み
だ
す
。　
●
多
摩
市
と
な
る
。

●
市
の
花（
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
）、木（
イ
チ
ョ
ウ
）、鳥（
ヤ
マ
バ
ト
）決
定
。

●
多
摩
清
掃
工
場
、公
民
館
・
図
書
館
が
で
き
る
。

●
市
民
プ
ー
ル
が
で
き
る
。小
田
急
多
摩
線
・
京
王
相
模
原
線
開
通
。

●
多
摩
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
。

●
八
ケ
岳
少
年
自
然
の
家
が
で
き
る
。

●
人
口
が
十
万
人
に
な
る
。

●
総
合
体
育
館
が
で
き
る
。　
●
市
役
所
が
新
し
く
な
る
。

●
多
摩
東
公
園
が
で
き
る
。

●
陸
上
競
技
場
と
武
道
館
が
で
き
る
。

●
パル
テ
ノ
ン
多
摩
が
で
き
る
。　
●
中
央
公
園
が
で
き
る
。

●
市
に
な
っ
て
二
〇
年
の
記
念
行
事
が
行
わ
れ
る
。

●
多
摩
市
小
・
中
学
校
の
統
合
は
じ
ま
る
。

●
エ
コ
プ
ラ
ザ
多
摩（
多
摩
市
資
源
化
セ
ン
タ
ー
）が
で
き
る
。

●
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
開
通
。

●
多
摩
市
立
温
水
プ
ー
ル（
ア
ク
ア
ブ
ル
ー
多
摩
）が
で
き
る
。

●
多
摩
市
小
・
中
学
校
の
パソ
コ
ン
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
。

●
多
摩
市
小
・
中
学
校
に
図
書
館
司
書
が
配
置
さ
れ
る
。

●
多
摩
市
小
・
中
学
校
の
図
書
館
と
多
摩
市
立
図
書
館
が

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ば
れ
る
。

▼
テ
レ
ビ
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
な
る
。

●
多
摩
市
非
核
平
和
都
市
宣
言（
下
記
資
料
）。

▼
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
る
。

▼
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の

　
開
催
が 

決
ま
る
。

▼
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が

　
延
期
さ
れ
る
。

▼
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が

　
お
こ
な
わ
れ
る
。

●
市
に
な
っ
て
五
０
年
の
記
念
行
事
が
行
わ
れ
る
。

●
多
摩
市
小
・
中
学
校
の
全
児
童
・
生
徒
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が

　
配
布
さ
れ
る
。

●
多
摩
市
立
中
央
図
書
館
が
移
転
・
開
設
す
る
。
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　平成12年（2000年）の多摩

昔
の
多
摩
と
今
の
多
摩

聖ケ丘団地、第一次入居開始

落合、豊ケ丘、貝取団地、第一次入居開始

鶴牧団地、第一次入居開始

愛宕団地、第一次入居開始

諏訪、永山団地、第一次入居開始

（大正14）
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　　・大正１４年は国勢調査による。

　　・昭和２５年以前は多摩町誌による。

　　・昭和２７年以降は住民基本台帳人口による。（各年10月1日）

多摩市の人口・学校数のうつりかわり
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　昭和43年（1968年）の多摩



　

多
摩
市
の
う
つ
り
か
わ
り
⑴

時
代

西せ
い
暦れ
き（
日
本
年
号
）

お
　
も
　
な
　
で
　
き
　
ご
　
と

遠 い む か し の 世 の 中
大
や ま

和
と

時 代 ／ 日 本 の あ け ぼ の

土ど

器き

の
使
用
さ
れ
る
よ
り
前
の
時
代
か
ら
、人
々
が
生
活
し
て
い
た
。

約
一
万
年
続つ
づ

く
縄じ
ょ
う

文も
ん

時
代
の
ほ
ぼ
全ぜ
ん

時
代
を
通
し
て
、
人
々
が
住

み
、
丘き
ゅ
う

陵り
ょ
う

の
林
の
中
を
食
べ
ら
れ
る
植
物
を
さ
が
し
、
動
物
を
追お

い
な
が
ら
く
ら
し
て
い
た
。

　
　
　
　

四
世せ
い

紀き

初
め

最も
っ
と

も
古
い
古こ

墳ふ
ん

時
代
の
遺い

跡せ
き

と
し
て
、
方ほ
う

形け
い

周し
ゅ
う

溝こ
う

墓ぼ

（
和
田
）
が

あ
る
。

　
　
　
　

六
世
紀
後
半

　
　
　
　
　
　

〜

　
　
　
　

七
世
紀
前
半

塚つ
か
っ

原ぱ
ら

古こ

墳ふ
ん

群ぐ
ん

（
和
田
）
か
ら
、
大た
い

刀と
う

、
短た
ん

刀と
う

、
金
せ
い
耳
か
ざ
り

な
ど
が
発
見
さ
れ
る
。

　
　
　
　

七
世
紀
前
半

都と

史し

跡せ
き

の
稲い
な

荷り

塚づ
か

古こ

墳ふ
ん

や
臼う
す

井い

塚づ
か

古
墳
（
と
も
に
百
草
）
が
つ
く

ら
れ
る
。

古
墳
時
代
の
後
半
に
は
、
力
の
強
い
豪ご
う

族ぞ
く

が
い
て
農
民
を
支し

は
い

し
、
田
で
米
を
作
っ
て
い
た
。

　

七
〇
三（
大た
い

宝ほ
う　

三
）

府
中
に
、
武む

蔵さ
し

の
国こ
く

府ふ

が
お
か
れ
る
。

　

七
一
〇（
和わ

銅ど
う　

三
）

奈
良
に
み
や
こ
を
さ
だ
め
る
。

武
蔵
国こ
く

分ぶ
ん

寺じ

が
で
き
る
。

　

九
二
七（
延え
ん

長ち
ょ
う　

五
）

多
摩
郡ご
う
り

八
座ざ

の
一
つ
に
小
野
社
と
あ
る
。

一
一
八
一（
治じ

承し
ょ
う　

五
）

吉き
っ

富と
み

（
関
戸
・
乞
田
・
貝
取
）、
蓮
光
寺
（
連
光
寺
）
な
ど
が
小お

山や
ま

田だ

三
郎
重し
げ

成な
り

か
ら
、
平へ
い

太た

弘ひ
ろ

貞さ
だ

の
領り
ょ
う

地ち

と
な
る
。

一
一
八
六（
文ぶ
ん

治じ　

二
）

真し
ん

慈じ

悲ひ

寺じ

（
永
山
、
貝
取
付ふ

近き
ん

な
ど
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
）
が

ふ
た
た
び
た
て
ら
れ
る
。

一
一
九
二（
建け
ん

久き
ゅ
う　

三
）

源み
な
も
と
の　
頼よ
り

朝と
も

が
鎌か
ま

倉く
ら

に
幕ば
く

府ふ

を
ひ
ら
く
。

一
三
三
三（
元げ
ん

弘こ
う　

三
）

関せ
き

戸ど

の
合が
っ

戦せ
ん

（
新に
っ

田た

義よ
し

貞さ
だ

が
鎌
倉
方が
た

を
や
ぶ
る
）。

一
三
三
八（
暦れ
き

応お
う　

一
）

足あ
し

利か
が

尊た
か

氏う
じ

が
京
都
に
幕
府
を
ひ
ら
く
。

一
三
八
三（
永え
い

徳と
く　

三
）

吉き
っ

富と
み

郷ご
う

五ご

ヵか

村そ
ん

、
鶴つ
る

ヶが

岡お
か

八は
ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

社し
ゃ

領り
ょ
う

と
な
る
。

一
五
六
四（
永え
い

禄ろ
く　

七
）

後ご

北ほ
う

条じ
ょ
う

氏し

、
関
戸
郷
に
、
六ろ
く

斎さ
い

市い
ち

を
ひ
ら
く
。

一
五
九
四（
文ぶ
ん

禄ろ
く　

三
）

　
　
　
　
　
　

〜

一
五
九
八（
慶け
い

長ち
ょ
う　

三
）

一
の
宮
村
、
和
田
村
、
蓮
光
寺
村
で
検け
ん

地ち

が
行
わ
れ
る
。

一
六
〇
三（
慶
長　

八
）

徳と
く

川が
わ

家い
え

康や
す

が
、
江
戸
に
幕
府
を
ひ
ら
く
。

一
六
五
四（
明め
い

暦れ
き　

三
）

玉
川
上
水
が
で
き
あ
が
る
。

一
六
九
六（
宝ほ
う

永え
い　

四
）

千せ
ん

川か
わ

上
水
が
で
き
る
。

一
七
四
六（
延え
ん

享き
ょ
う　

三
）

蓮
光
寺
、
関
戸
、
一
ノ
宮
村
で
、
新し
ん

田で
ん

が
で
き
る
。

一
七
四
六（　
　
　

三
）

相あ
い

沢ざ
わ

五ご

流り
ゅ
う

、
関
戸
に
生
ま
れ
る
。

一
七
六
八（
明め
い

和わ　

五
）

相
沢
伴と
も

主ぬ
し

、
関
戸
に
生
ま
れ
る
。
関
戸
に
大
火
。

一
八
六
八（
明
治　

元
）

江
戸
が
東
京
と
あ
ら
た
め
ら
れ
、
み
や
こ
（
東
京
府ふ

）
と
な
る
。

一
八
六
九（　
　
　

二
）

電で
ん

信し
ん

が
、
東
京
と
横
浜
の
間
で
始
ま
る
。

一
八
七
〇（　
　
　

三
）

戸こ

籍せ
き

が
つ
く
ら
れ
る
。

一
八
七
一（　
　
　

四
）

郵ゆ
う

便び
ん

の
し
く
み
が
、
東
京
と
大
阪
の
間
で
で
き
る
。

一
八
七
二（　
　
　

五
）

小
学
校
が
、
は
じ
め
て
で
き
る
。

鉄
道
が
、
新
橋
と
横
浜
の
間
に
開
通
す
る
。

一
八
七
三（　
　
　

六
）

向む
か
い
の
お
か岡
郷ご
う

学
校
、生せ
い

蘭ら
ん

学が
く

舎し
ゃ

、処し
ょ

仁じ
ん

学
舎
が
、向
岡
学
校
、生
蘭
学
校
、

処
仁
学
校
と
な
る
。

一
八
七
四（　
　
　

七
）

ガ
ス
燈と
う

が
、
は
じ
め
て
銀
座
に
つ
く
。

一
八
七
七（　
　

一
〇
）

電
話
が
、
東
京
と
横
浜
の
間
に
通
じ
る
。

一
八
八
二（　
　

一
五
）

動
物
園
と
博は
く

物ぶ
つ

館か
ん

が
、
上
野
に
つ
く
ら
れ
る
。

一
八
八
五（　
　

一
八
）

東
京
に
ガ
ス
会
社
が
つ
く
ら
れ
る
。

一
八
八
七（　
　

二
〇
）

東
京
に
は
じ
め
て
電で
ん

燈と
う

が
つ
く
。

一
八
八
九（　
　

二
二
）

関
戸
村
、
連
光
寺
村
、
貝
取
村
、
乞
田
村
、
落
合
村
、
和
田
村
、

東
寺
方
村
、
一
ノ
宮
村
の
旧
八
ケ
村
と
、
百も
も

草ぐ
さ

村
、
落
合
村
の
飛と

び
地ち

を
合
わ
せ
て
多
摩
村
と
な
る
。

一
八
九
二（　
　

二
五
）

　
　
　
　

〜

一
八
九
三（　
　

二
六
）

向
岡
学
校
は
向
岡
尋じ
ん

常じ
ょ
う

小
学
校
に
、
処
仁
学
校
は
処
仁
尋
常
小
学

校
（
乞
田
）
と
な
る
。
生
蘭
学
校
を
和
田
に
移
し
、
兆ち
ょ
う

民み
ん

尋
常
小

学
校
と
な
る
。

一
八
九
三（　
　

二
六
）

水す
い

利り

問
題
か
ら
、
三
多
摩
地
方
が
神
奈
川
県
か
ら
東
京
府
に
う
つ

さ
れ
、
多
摩
村
も
東
京
府
南
多
摩
郡
に
入
る
。

一
九
一
二（　
　

四
五
）

多
摩
尋
常
高
等
小
学
校
が
開
校
。

大 正 時 代
一
九
二
三（
大
正
一
二
）

関か
ん

東と
う

大だ
い

震し
ん

災さ
い

お
こ
る
。
ぜ
ん
ぶ
こ
わ
れ
た
家
二
七
戸
の
ひ
が
い
。

一
九
二
五（　
　

一
四
）

玉ぎ
ょ
く

南な
ん

電
鉄
府
中
〜
東
八
王
子
（
今
の
京
王
八
王
子
）
の
間
が
開
通

し
、
関
戸
駅
が
で
き
る
。

全
村
に
電
燈
が
つ
く
。
ラ
ジ
オ
放
送
が
始
ま
る
。

昭 　 和 　 時 　 代
一
九
二
八（
昭
和　

三
）

関
戸
に
多
摩
郵
便
局
が
で
き
る
。

一
九
三
〇（　
　
　

五
）

多
摩
聖せ
い

蹟せ
き

記き

念ね
ん

館か
ん

が
つ
く
ら
れ
る
。

一
九
三
三（　
　
　

八
）

多
摩
郵
便
局
、
電
話
の
し
ご
と
を
始
め
る
。

一
九
三
七（
昭
和
一
二
）

多
摩
川
に
関
戸
橋
が
か
け
ら
れ
る
。
関
戸
駅
か
ら
聖
蹟
桜
ヶ
丘
駅

に
駅
名
が
変
わ
る
。

一
九
三
八（　
　

一
三
）

大
栗
川
（
岩
ぜ
き
下
一
六
五
〇
メ
ー
ト
ル
）
の
工
事
が
始
ま
る
。

一
九
四
三（　
　

一
八
）

東
京
府
が
東
京
都
と
な
る
。

一
九
四
五（　
　

二
〇
）

戦
争
が
終
わ
る

時
代

西せ
い
暦れ
き（
日
本
年
号
）

お
　
も
　
な
　
で
　
き
　
ご
　
と

新　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　世　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　中
昭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代

一
九
四
七（　
　

二
二
）

多
摩
中
学
校
開
校
。

一
九
五
二（　
　

二
七
）

多
摩
中
学
校
校こ
う

舎し
ゃ

が
完
成
し
、
今
の
所
へ
移
る
。

一
九
五
三（　
　

二
八
）

多
摩
村
立
国
民
健け
ん

康こ
う

保ほ

険け
ん

診し
ん

療り
ょ
う

所じ
ょ

が
で
き
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
、
テ
レ
ビ
放
送
を
始
め
る
。

一
九
五
五（　
　

三
〇
）

連
光
寺
下
河
原
地
区
が
、
府
中
市
に
な
る
。

一
九
五
六（　
　

三
一
）

京
王
バ
ス
、
聖
蹟
桜
ヶ
丘
駅
〜
落
合
中
沢
線
の
運
行
を
始
め
る
。

一
九
六
〇（　
　

三
五
）

京
王
桜
ヶ
丘
地
区
の
宅た
く

地ち

造ぞ
う

成せ
い

が
始
ま
る
。

一
九
六
一（　
　

三
六
）

多
摩
村
上
水
道
事じ

業ぎ
ょ
う

の
一
部
が
で
き
る
。

京
王
ガ
ス
、
桜
ヶ
丘
地
区
に
ガ
ス
を
供き
ょ
う

給き
ゅ
う

。

一
九
六
三（　
　

三
八
）

多
摩
第
二
小
学
校
が
開
校
。

電
話
が
自
動
式
に
な
る
。

一
九
六
四（　
　

三
九
）

多
摩
町
と
な
る
（
四
月
一
日
）

全
町
に
上
水
道
が
で
き
あ
が
る
。

一
九
六
五（　
　

四
〇
）

京
王
桜
ヶ
丘
団
地
が
で
き
る
。

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
計
画
が
き
ま
る
。

多
摩
川
衛え
い

生せ
い

組く
み

合あ
い

多
摩
川
工
場
が
で
き
る
。

一
九
六
六（　
　

四
一
）

多
摩
町
消
防
本
部
が
で
き
る
。

一
九
六
七（　
　

四
二
）

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
宅
地
の
工
事
が
始
ま
る
。

一
九
六
八（　
　

四
三
）

多
摩
町
消
防
署し
ょ

が
発ほ
っ

足そ
く

す
る
。

一
九
六
九（　
　

四
四
）

役
場
庁ち
ょ
う

舎し
ゃ

が
で
き
る
。

一
九
七
〇（　
　

四
五
）

ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
方
式
に
よ
る
ご
み
集
め
が
始
ま
る
。

一
九
七
一（　
　

四
六
）

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
第
一
次
入
居
（
諏
訪
・
永
山
地
区
）
始
ま
る
。

多
摩
市
と
な
る
（
十
一
月
一
日
）

一
九
七
二（　
　

四
七
）

多
摩
消
防
署
の
庁
舎
が
で
き
る
。

一
九
七
三（　
　

四
八
）

多
摩
清
掃
工
場
が
で
き
る
。

多
摩
市
公
民
館
、
多
摩
市
図
書
館
が
で
き
る
。

一
九
七
四（　
　

四
九
）

自
動
車
図
書
館
「
や
ま
ば
と
号
」
が
走
り
始
め
る
。

小
田
急
多
摩
線
新
百
合
ヶ
丘
〜
小
田
急
永
山
間
、
京
王
相
模
原
線

京
王
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
〜
京
王
多
摩
セ
ン
タ
ー
間
が
開
通
。

一
九
七
五（　
　

五
〇
）

小
田
急
多
摩
線
小
田
急
永
山
〜
小
田
急
多
摩
セ
ン
タ
ー
間
開
通
。

一
九
七
六（　
　

五
一
）

「
多
摩
音お
ん

頭ど

」
が
で
き
る
。

一
九
七
七（　
　

五
二
）

永
山
保
健
相
談
所
が
で
き
る
。

一
九
七
八（　
　

五
三
）

市
役
所
第
二
庁
舎
が
で
き
る
。

一
九
七
九（　
　

五
四
）

交
通
公
園
が
で
き
る
。

一
九
八
〇（　
　

五
五
）

八や
つ

ケが

岳た
け

少
年
自
然
の
家
が
で
き
る
。

一
九
八
二（　
　

五
七
）

人
口
が
十
万
人
を
こ
え
る
。

一
九
八
三（　
　

五
八
）

東
京
都
中
央
卸お
ろ
し

売う
り

市し

場じ
ょ
う

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
市
場
が
開
場
。
都
市

廃は
い

棄き

物ぶ
つ

処し
ょ

理り

管か
ん

路ろ

施し

設せ
つ

が
で
き
る
。

一
九
八
四（　
　

五
九
）

市
役
所
庁
舎
増ぞ
う

改か
い

築ち
く

工
事
お
わ
る
。

各
図
書
館
が
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
で
結
ば
れ
る
。

一
九
八
五（　
　

六
〇
）

多
摩
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
。

都
立
埋ま
い

蔵ぞ
う

文ぶ
ん

化か

財ざ
い

セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
。

一
九
八
六（　
　

六
一
）

長
野
県
富ふ

士じ

見み

町ま
ち

と
友ゆ
う

好こ
う

都
市
提て
い

携け
い

。

一
九
八
七（　
　

六
二
）

粗そ

大だ
い

ご
み
処
理
施
設
が
で
き
る
。

パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。

一
九
八
八（　
　

六
三
）

多
摩
中
央
警
察
署
開
設
、
京
王
相
模
原
線
京
王
多
摩
セ
ン
タ
ー
〜

南
大
沢
間
が
開
通
。

平　　　　　成　　　　　時　　　　　代
一
九
八
九（
平
成　

元
）

八
ケ
岳
少
年
自
然
の
家
の
屋お
く

内な
い

体
育
館
が
で
き
る
。

一
九
九
〇（　
　
　

二
）

小
田
急
多
摩
線
多
摩
セ
ン
タ
ー
〜
唐か
ら

木き

田だ

間
開
通
。
京
王
相
模
原

線
多
摩
セ
ン
タ
ー
〜
橋
本
間
開
通
。
福ふ
く

祉し

サ
ー
ビ
ス
公
社
が
で
き

る
。
多
摩
市
児じ

童ど
う

科か

学が
く

セ
ン
タ
ー
開
設
。

一
九
九
一（　
　
　

三
）

市
制
施
行
二
十
周
年
の
記
念
行
事
を
行
う
。

一
九
九
四（　
　
　

六
）

多
摩
市
小
・
中
学
校
の
統
合
始
ま
る
。

一
九
九
九（　
　

十
一
）

エ
コ
プ
ラ
ザ
多
摩
（
多
摩
市
資
源
化
セ
ン
タ
ー
）
開
設
。

二
〇
〇
〇（　
　

十
二
）

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
（
立
川
〜
多
摩
セ
ン
タ
ー
）
開
通
。

多
摩
市
立
温
水
プ
ー
ル
（
ア
ク
ア
ブ
ル
ー
多
摩
）
が
で
き
る
。

二
〇
〇
一（　
　

十
三
）

多
摩
市
小
・
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
。

二
〇
〇
三（　
　

十
五
）

多
摩
市
小
・
中
学
校
に
図
書
館
司
書
が
配
置
さ
れ
る
。

二
〇
〇
六（　
　

十
八
）

多
摩
市
小
・
中
学
校
図
書
館
と
多
摩
市
立
図
書
館
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
結
ば
れ
る
。

二
〇
一
一（　
　

二
三
）

東
日
本
大
震
災
が
起
こ
る

二
〇
一
二（　
　

二
四
）

エ
ア
コ
ン
の
設
置
が
始
ま
る

令和時代
二
〇
二
〇（　
　
　

二
）

二
〇
二
一（　
　
　

三
）

東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競き
ょ
う

技ぎ

大た
い

会か
い

が

延
期
さ
れ
る
。

東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競き
ょ
う

技ぎ

大た
い

会か
い

が

行
わ
れ
る
。

武　　　　士　　　　の　　　　世　　　　の　　　　中
江

え

　　戸
ど

　　時　　代 安
あ

土
づ ち

桃
も も

山
や ま

時代 室
む ろ

町
ま ち

時代 鎌
か ま

倉
く ら

時代 平
へ い

　安
あ ん

　時　代 奈
な

良
ら

時代
貴

き

　族
ぞ く

　の　世　の　中新　　　　　　　　　し　　　　　　　　　い　　　　　　　　　世　　　　　　　　　の　　　　　　　　　中
明　　　　　　　　　　　　治　　　　　　　　　　　　時　　　　　　　　　　　　代



　

多
摩
市
の
う
つ
り
か
わ
り
⑵

名
前

四
年
　
　
組

多
摩
市
立
　
　
　
　
小
学
校
三
年
　
　
組

キ
リ
ト
リ

キ
リ
ト
リ

年ね
ん
号ご
う

西せ
い
暦れ
き

お
　
も
　
な
　
で
　
き
　
ご
　
と

昭和38

電
話
が
自じ

動ど
う

式し
き

と
な
り
、
武む

蔵さ
し

府ふ

中ち
ゅ
う

局き
ょ
く

に
入
る
。

第
二
分
校
（
和
田
）
が
、
多
摩
第
二
小
学
校
と
し
て
開
校
。
多
摩
小
学
校
は
「
多

摩
第
一
小
学
校
」
と
校
名
が
か
わ
る
。

39

多
摩
町
上
水
道
事じ

業ぎ
ょ
う

が
完か
ん

成せ
い

す
る
。

多
摩
町
に
な
る
（
四
月
一
日
）。

多
摩
第
一
小
学
校
が
、今
の
市し

役や
く

所し
ょ

の
と
こ
ろ
か
ら
、関せ
き

戸ど

の
今
の
場ば

所し
ょ

に
移う
つ

る
。

多
摩
第
一
小
学
校
に
「
こ
ま
学が
っ

級き
ゅ
う

」
が
お
か
れ
る
。

40

1965

役
場
が
、
旧
多
摩
第
一
小
学
校
校
舎
に
移
る
。

第
一
分
校
（
乞
田
）
が
、多
摩
第
三
小
学
校
と
し
て
開か
い

校
。
第
一
分
校
の
あ
と
に
、

多
摩
町
立
幼
稚
園
が
で
き
る
。

「
こ
ま
学
級
」
が
、
多
摩
第
一
小
学
校
か
ら
多
摩
第
三
小
学
校
へ
移
る
。

41

多
摩
川
衛え
い

生せ
い

組く
み

合あ
い

多
摩
川
工
場
が
で
き
る
。

多
摩
町
消し
ょ
う

防ぼ
う

本ほ
ん

部ぶ

が
で
き
る
。

日
本
住じ
ゅ
う

宅た
く

公こ
う

団だ
ん

南
多
摩
開か
い

発は
つ

局き
ょ
く

が
で
き
る
。

42

多
摩
郵ゆ
う

便び
ん

局き
ょ
く

が
東
寺
方
に
つ
く
ら
れ
る
。

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
宅た
く

地ち

づ
く
り
が
本ほ
ん

格か
く

的て
き

に
始
ま
る
。

43

多
摩
町
消
防
署し
ょ

が
で
き
る
。

関
戸
学
校
給き
ゅ
う

食し
ょ
く

セ
ン
タ
ー
が
で
き
、
セ
ン
タ
ー
方
式
の
学
校
給
食
が
始
ま
る
。

44

京
王
桜
ヶ
丘
駅
の
つ
く
り
か
え
の
工
事
が
終
わ
る
。

役
場
の
建た
て

物も
の

が
新
し
く
な
る
。

45

1970

百
草
団
地
の
入に
ゅ
う

居き
ょ

が
始
ま
り
、
竜
ヶ
峰
小
学
校
が
で
き
る
。

ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
方
式
に
よ
る
ご
み
収し
ゅ
う

集し
ゅ
う

が
始
ま
る
。

46

多
摩
町
誌し

が
で
き
る
。

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
入
居
が
始
ま
り
、南
永
山
小
学
校
、永
山
中
学
校
が
開
校
。

都
立
永
山
高
校
が
開
校
。

多
摩
市
と
な
る
（
十
一
月
一
日
）。

47

多
摩
消
防
署
の
庁ち
ょ
う

舎し
ゃ

が
で
き
る
。

農の
う

協き
ょ
う

の
有ゆ
う

線せ
ん

電で
ん

話わ

が
廃は
い

止し

さ
れ
る
。

東
愛
宕
小
学
校
、
南
諏
訪
小
学
校
、
東
愛
宕
中
学
校
が
開
校
。

市
の
木
（
い
ち
ょ
う
）、市
の
鳥
（
ヤ
マ
バ
ト
）、市
の
花
（
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
）
を
決
め
る
。

48

多
摩
清せ
い

掃そ
う

工
場
が
で
き
る
。

公こ
う

民み
ん

館か
ん

、
図と

書し
ょ

館
が
で
き
る
。

永
山
第
一
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
で
き
、関
戸
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
と
合
わ
せ
て
、

市
立
小
・
中
学
校
全ぜ
ん

校こ
う

で
完か
ん

全ぜ
ん

給
食
が
始
ま
る
。

49

連
光
寺
小
学
校
、
北
永
山
小
学
校
が
開
校
。

心し
ん

身し
ん

障し
ょ
う

害が
い

児じ

通つ
う

所し
ょ

訓く
ん

練れ
ん

施し

設せ
つ

「
ひ
ま
わ
り
教
室
」
が
で
き
る
。

小お

田だ

急き
ゅ
う

多
摩
線
新し
ん

百ゆ

合り

ヶが

丘お
か

〜
小
田
急
永
山
間か
ん

、
京け
い

王お
う

相さ

模が
み

原は
ら

線
京
王
よ
み
う
り

ラ
ン
ド
〜
京
王
多
摩
セ
ン
タ
ー
間
が
開か
い

通つ
う

。
市し

民み
ん

プ
ー
ル
が
で
き
る
。

50

1975

北
諏
訪
小
学
校
が
開
校
。

健け
ん

康こ
う

セ
ン
タ
ー
、
福ふ
く

祉し

セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
。
消
防
業ぎ
ょ
う

務む

を
東
京
都と

に
委い

託た
く

。

小
田
急
多
摩
線
小
田
急
永
山
〜
小
田
急
多
摩
セ
ン
タ
ー
間
が
開
通
。

社
会
教
育
の
た
め
の
全
小
中
学
校
施
設
の
開
放
を
始
め
る
。

51

東
寺
方
小
学
校
、
東
永
山
小
学
校
、
南
豊
ヶ
丘
小
学
校
、
北
落
合
小
学
校
、
西
愛

宕
小
学
校
、
豊
ヶ
丘
中
学
校
が
開
校
。

「
多
摩
音お
ん

頭ど

」
が
で
き
る
。

52

中
諏
訪
小
学
校
、
南
貝
取
小
学
校
、
和
田
中
学
校
が
開
校
。

永
山
保ほ

健け
ん

相そ
う

談だ
ん

所じ
ょ

が
で
き
る
。

永
山
第
二
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
で
き
、
関
戸
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
。

53

諏
訪
中
学
校
が
開
校
。
三
多
摩
初
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
が
同
時
に
つ
く
ら
れ
る
。

米べ
い

飯は
ん

給
食
が
は
じ
ま
る
。

54

西
永
山
小
学
校
、
南
落
合
小
学
校
が
開
校
。
都
立
南み
な
み

野の

高こ
う

校こ
う

が
開
校
。

交
通
公
園
、
中な
か

沢ざ
わ

池い
け

公
園
が
で
き
る
。

和
田
中
学
校
に
、
市
内
初
の
夜や

間か
ん

照し
ょ
う

明め
い

を
つ
け
、
社
会
教
育
に
役
立
て
る
。

東
永
山
小
学
校
に
「
ひ
ば
り
学
級
」
が
お
か
れ
る
。

55

1980

北
豊
ヶ
丘
小
学
校
、
西
永
山
中
学
校
が
開
校
。

南
野
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
。

八や
つ

ヶが

岳た
け

少し
ょ
う

年ね
ん

自し

然ぜ
ん

の
家い
え

が
で
き
る
。

56

東
落
合
中
学
校
が
開
校
。

一い
っ

本ぽ
ん

杉す
ぎ

公
園
が
で
き
る
。

市し

制せ
い

施し

行こ
う

十
周し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

を
行
う
。

57

南
鶴
牧
小
学
校
、
西
落
合
中
学
校
が
開
校
。

一
本
杉
公
園
に
野や

球き
ゅ
う

場
が
で
き
る
。

58

北
貝
取
小
学
校
、
貝
取
中
学
校
が
開
校
。

東
京
都
中ち
ゅ
う

央お
う

卸お
ろ
し

売う
り

市し

場じ
ょ
う

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
市
場
が
で
き
る
。

第
一
回
ふ
る
さ
と
多
摩
夏
ま
つ
り
が
開ひ
ら

か
れ
る
。

市
立
総そ
う

合ご
う

体た
い

育い
く

館か
ん

が
で
き
る
。
都と

市し

廃は
い

棄き

物ぶ
つ

処し
ょ

理り

管か
ん

路ろ

施し

設せ
つ

が
で
き
る
。

59

聖
ヶ
丘
小
学
校
、
西
落
合
小
学
校
、
聖
ヶ
丘
中
学
校
が
開
校
。

関
戸
図
書
館
が
で
き
、
各
図
書
館
が
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
で
結む
す

ば
れ
る
。

映
画
「
多
摩
の
四し

季き

と
く
ら
し
」
が
で
き
る
。

60

1985

都
立
埋ま
い

蔵ぞ
う

文ぶ
ん

化か

財ざ
い

セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
。

都
立
多
摩
養よ
う

護ご

学
校
（
今
の
都
立
多た

摩ま

桜さ
く
ら

の
丘お
か

学が
く

園え
ん

）
が
開
校
。

多
摩
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
。

年ね
ん
号ご
う

西せ
い
暦れ
き

お
　
も
　
な
　
で
　
き
　
ご
　
と

61

多
摩
聖せ
い

蹟せ
き

記
念
館
が
多
摩
市
に
寄き

贈ぞ
う

さ
れ
、「
旧き
ゅ
う

多
摩
聖
蹟
記
念
館
」
と
し
て
市

の
有ゆ
う

形け
い

文
化
財
に
指し

定て
い

さ
れ
る
。

武ぶ

道ど
う

館
、
陸り
く

上じ
ょ
う

競き
ょ
う

技ぎ

場じ
ょ
う

が
で
き
る
。

多
摩
市
が
、
長
野
県
富ふ

士じ

見み

町ま
ち

と
の
友
好
都
市
の
交
流
を
始
め
る
。

62

都
立
遺い

跡せ
き

庭て
い

園え
ん

（
縄じ
ょ
う

文も
ん

の
村
）
が
で
き
る
。

塚つ
か
っ

原ぱ
ら

五
号
古こ

墳ふ
ん

よ
り
、
副ふ
く

葬そ
う

品ひ
ん

（
大た

刀ち

、
短た
ん

刀と
う

、
刀と
う

子す

、
鉄て
つ

鏃ぞ
く

）
が
出
土
。

粗そ

大だ
い

ご
み
処
理
施
設
が
開
設
。

パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
が
で
き
る
。

63

小
学
校
パ
ソ
コ
ン
研け
ん

究き
ゅ
う

校
（
北
落
合
小
学
校
）
を
開
設
す
る
。

多
摩
中
央
警け
い

察さ
つ

署し
ょ

が
で
き
る
。

京
王
相
模
原
線
京
王
多
摩
セ
ン
タ
ー
〜
南
大
沢
間
が
開
通
。

「
調
布
玉
川
惣そ
う

画が

図ず

復ふ
っ

刻こ
く

版ば
ん

」
が
発は
っ

行こ
う

さ
れ
る
。

「
こ
ま
学
級
」
が
多
摩
第
三
小
学
校
か
ら
東
寺
方
小
学
校
へ
移
る
。

元

大
松
台
小
学
校
、
鶴
牧
中
学
校
が
開
校
。

八
ケ
岳
少
年
自
然
の
家
の
屋お
く

内な
い

体
育
館
が
で
き
る
。

教
育
研
究
所
に
児じ

童ど
う

科か

学が
く

セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
。

「
郷
土
資
料
室
」
が
多
摩
第
三
小
学
校
に
開
設
さ
れ
る
。

2

1990

多
摩
市
立
市
民
保ほ

養よ
う

所じ
ょ

「
ふ
じ
み
」
が
で
き
る
。

小
田
急
多
摩
線
小
田
急
多
摩
セ
ン
タ
ー
〜
唐か
ら

木き

田だ

間
が
開
通
。

「
夕
や
け
チ
ャ
イ
ム
」
が
開
始
さ
れ
る
。
多
摩
中
央
公
園
が
で
き
る
。

京
王
相
模
原
線
多
摩
セ
ン
タ
ー
〜
橋
本
間
が
開
通
。

3

第
一
回
小
・
中
学
校
書か

き
初ぞ

め
大
会
開
催
。

第
三
次
多
摩
市
総そ
う

合ご
う

計け
い

画か
く

を
決
め
る
。

東
京
都
・
多
摩
市
合ご
う

同ど
う

総
合
防ぼ
う

災さ
い

訓く
ん

練れ
ん

を
行
う
。

市
制
施
行
二
十
周
年
記
念
行
事
を
行
う
。

4

学
校
週
５
日
制
実
施
さ
れ
る
。

中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
整
備
、
全
校
22
台
と
な
る
。

都
立
図
書
館
と
多
摩
市
立
図
書
館
が
パ
ソ
コ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ば
れ
る
。

八
ケ
岳
少
年
自
然
の
家
の
野
外
炊す
い

飯は
ん

場
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。

5

多
摩
中
央
公
園
内
に
「
旧
冨と
み

澤ざ
わ

家
」
が
オ
ー
プ
ン
さ
れ
る
。

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
環か
ん

境き
ょ
う

組く
み

合あ
い

が
で
き
る
。

6

中
諏
訪
小
学
校
と
南
諏
訪
小
学
校
が
統と
う

合ご
う

さ
れ
て
諏
訪
小
学
校
と
な
る
。

粗そ

大だ
い

ご
み
の
収し
ゅ
う

集し
ゅ
う

が
有ゆ
う

料り
ょ
う

に
な
る
。

桜
ヶ
丘
再さ
い

利り

用よ
う

セ
ン
タ
ー
が
開か
い

設せ
つ

さ
れ
る
。

7

1995

Ｆ
Ｍ
多
摩
局
が
開
局
さ
れ
る
。

8

諏
訪
小
学
校
が
新
し
い
校
舎
に
う
つ
る
。

北
永
山
小
学
校
と
東
永
山
小
学
校
が
統
合
さ
れ
て
永
山
小
学
校
と
な
る
。

南
永
山
小
学
校
と
西
永
山
小
学
校
が
統
合
さ
れ
て
瓜
生
小
学
校
と
な
る
。

9

永
山
中
学
校
と
西
永
山
中
学
校
が
統
合
さ
れ
て
多
摩
永
山
中
学
校
と
な
る
。

10

多
摩
市
清
掃
工
場
の
施
設
が
新
し
く
な
る
。

11

北
落
合
小
学
校
と
南
落
合
小
学
校
が
統
合
さ
れ
て
東
落
合
小
学
校
と
な
る
。

エ
コ
プ
ラ
ザ
多
摩
開
設
（
多
摩
市
資
源
化
セ
ン
タ
ー
）。

『
多
摩
市
史
』
が
完
成
。

12

2000

モ
ノ
レ
ー
ル
（
立
川
〜
多
摩
セ
ン
タ
ー
）
開
通
。

東
落
合
中
学
校
と
西
落
合
中
学
校
が
統
合
さ
れ
て
落
合
中
学
校
と
な
る
。

多
摩
市
立
温
水
プ
ー
ル
（
ア
ク
ア
ブ
ル
ー
多
摩
）
が
で
き
る
。

13

北
諏
訪
小
学
校
に
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
教
室
」
が
お
か
れ
る
。

全
小
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
。

14

多
摩
市
立
図
書
館
が
、日
野
市・稲
城
市
の
市
立
図
書
館
と
相そ
う
互ご

利
用
を
開
始
す
る
。

15

多
摩
市
小
・
中
学
校
に
図
書
館
司
書
が
配
置
さ
れ
る
。

1617

2005

南
鶴
牧
小
学
校
に
「
わ
か
ば
学
級
」
が
お
か
れ
る
。

18

多
摩
市
小
・
中
学
校
図
書
館
と
多
摩
市
立
図
書
館
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ば
れ
る
。

19

東
愛
宕
小
学
校
に
「
お
お
ぞ
ら
学
級
」
が
お
か
れ
る
。

「
図
書
館
」
が
市
役
所
隣
り
か
ら
旧
西
落
合
中
学
校
跡
地
に
移
転
。

20

貝
取
中
学
校
と
豊
ヶ
丘
中
学
校
が
統
合
さ
れ
て
青
陵
中
学
校
と
な
る
。

21

2010

竜
ヶ
峰
小
学
校
と
多
摩
第
二
小
学
校
が
統
合
さ
れ
る
。

2223

南
豊
ヶ
丘
小
と
南
貝
取
小
が
統
合
さ
れ
て
貝
取
小
と
な
る
。

北
豊
ヶ
丘
小
と
北
貝
取
小
が
統
合
さ
れ
て
豊
ヶ
丘
小
と
な
る
。

聖
ヶ
丘
小
学
校
に
「
つ
ば
さ
学
級
」
が
お
か
れ
る
。

2425

貝
取
小
学
校
に
「
み
ど
り
学
級
」
が
お
か
れ
る
。

26

2015

東
愛
宕
小
学
校
が
愛
和
小
学
校
と
な
る
。

27

各
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
が
始
ま
る
。

28

西
愛
宕
小
と
愛
和
小
が
統
合
さ
れ
る
。

29

市
内
全
公
立
小
学
校
に
特
別
支
援
教
室
が
設
置
さ
れ
る
。

多
摩
第
二
小
学
校
に
「
に
じ
組
」
が
お
か
れ
る
。

30

2021　　　   

南
鶴
牧
小
学
校
に
「
ふ
た
ば
学
級
」
が
お
か
れ
る
。

3

全
小
中
学
校
に
一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
環
境
と
な
る
。
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